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令和 5 年度 調査研究委員会 事業報告 
 
１． 活動テーマ 
  「会員による調査研究活動の推進」 
２． 目的 
調査研究事業をとおして保健師の専門性を確保し、保健師の資質向上と保健師業務に係る課題に

対して、全国保健師長会調査研究事業（独自事業）の実施により、保健師活動の専門性を高めた活

動の推進を図る。 
３． 実施状況 

 
４． 結果・課題 
 令和5年度は独自事業に応募2件「保健所の企画・調整業務を担う保健師に求められる能力とそ

の向上のための取組」「健康危機管理において統括保健師に必要とされる技術の明確化」であった。    
会員の調査研究を推進するため、日本公衆衛生学会総会での展示ブース出展により過去の調査研

究事業の一覧チラシや展示物を作成し、学会参加者への周知を行った。 
 
５．支部活動の特徴 
 オブザーバーに大学教授2名に加わっていただき、専門性を担保している。 
 
６．委員・支部長 氏名          所属 
○ 委員長 吉田 知可  大分県西部保健所 疾病・感染症対策課 課長補佐 
      福原  円  小山市保健福祉部 健康増進課長 
      渡邊千鶴子  埼玉県幸手保健所 保健予防推進担当  担当部長 
      畑農  文  福岡県保健医療介護部 がん感染症疾病対策課 参事  
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  田高 悦子  北海道大学大学院  保健科学研究院創成看護学分野 

（地域看護学/公衆衛生看護学）教授 
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  北岡 英子  湘南鎌倉医療大学 看護学部公衆衛生看護学領域 教授 

責任者 ○印 

回 開催日 場  所 内  容 

1 令和5年 
5月13日（土） 

東京都中央区八重洲 第1回調査研究委員会 
（1）R5年度調査研究事業の採択について（2題） 
（2）R4年度調査研究事業確認について（1題） 

 8月24日～28日 メール会議 研究における倫理的配慮に関する問い合わせにつ

いての回答協議 

 10月31日～ 
11月2日 

茨城県つくば市 第 83 回日本公衆衛生学会総会 会場での保健師

長会の調査研究事業に関するブース展示 

 令和6年 
1月9日～11日 

メール会議 2024年度（令和6年度）調査研究事業募集要綱作

成について 

2 令和6年 
3月9日（土） 

東京都中央区八重洲 第2回調査研究委員会 
（1）R6年度調査研究事業の選定 
（2）R5年度調査研究委員会報告書（案）確認 
（3）その他 


